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市街地にある水と緑の憩いの広場

高岡古城公園

レポーター:鈴木賀代さん(富山医科薬科大挙)
(表紙の人)

、

闇盤整

記査惨

房F
i里だ

ん

利
用
し
た
景
観

企広大な本丸広場

高
岡
駅
か
ら
徒
歩
で
十
分
程
の
と
こ
ろ
に
、
約
二
十
一

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
面
積
を
持
つ
高
岡
古
城
公
園

が
あ
り
ま
す
。
と
の
公
園
は
、
加
賀
藩
二
代
藩
主
、
前
田

利
長
が
築
い
た
高
岡
城
の
跡
を
公
園
と
し
て
整
備
し
た
も

の
で
、
総
面
積
の
三
分
の
一
が
水
濠
で
占
め
ら
れ
て
い
る

の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

私
、が
ま
す
訪
れ
た
の
は
本
丸
広
場
。
こ
こ
は
高
岡
城
本

丸
の
跡
地
で
、
現
在
は
一
面
芝
生
で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
場
の
周
囲
は
、
日
本
の
代
表
的
な
彫
刻
家
の
作
品
十
八

点
が
点
在
す
る
「
芸
術
の
森
」
に
芯
っ
て
い
て
、
散
策
し

芯
が
ら
優
れ
た
作
晶
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
園
内
で
家
族
連
れ
に
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
は
動
物
園
。

こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
、
四
十

七
種
類
の
動
物
を
飼
育
。
特
に
ペ
ン
ギ
ン
は

1
1モ
ラ
ス

で
と
て
も
可
愛
く
、
し
ば
ら
く
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
の
中
心
部
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
緑
豊
か
な
公

園
の
所
々
に
は
遊
歩
道
が
巡
ら
さ
れ
て
い
て
、
水
濠
の
水

を
循
環
さ
せ
た
滝
芯
ど
変
化
に
富
ん
だ
景
観
を
楽
し
み
芯

が
う
散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
圏
内
に
は
、

世
界
の
遊
具
を
集
め
た
児
童
園
や
図
書
館
、
博
物
館
、
体

む

げ

ん

た

ん

育
館
な
ど
も
併
設
。
ま
た
、
夏
の
「
越
中
万
葉
夢
幻
謹
」

や
秋
の
「
万
葉
集
全
二
十
巻
朗
唱
の
会
」
な
ど
市
民
イ
ベ

ン
ト
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
爽
や
か
な
秋
空
の
も
と
、
水
と
緑
に
彩
う

れ
た
野
趣
あ

ふ
れ
る
高
岡

古
城
公
園
で

憩
い
の
ひ
と

と
き
を
週
ご

し
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
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古
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※
万
葉
集
全
二
十
巻
閉
唱
の
会

叩
月
3
日
(金
)午
前
叩
時
か
ら
叩
月
5
日
(日
)

午
後

8
時
特
分
ま
で
三
畳
夜
に
わ
た

っ
て
開
催

不
屈
の
精
神
が
生
ん
だ
居
事
な
復
活
劇

「と
に
か
く
周
り
を
気
に
せ
ず
、
自
分
の
ゴ
ル
フ

を
す
る
こ
と
だ
け
を
心
が
け
ま
し
た
」
と
振
り
返
る

の
は
、
去
る
五
月
、
ゴ
ル
フ
の
ヤ
ク
ル
ト

・
レ
デ

ィ

ー
ス
で
見
事
優
勝
し
た
プ

ロ
ゴ
ル
フ

ァ
ー
、
池
淵
富

子
さ
ん
。
五
十
歳
六
十
六
日
と
い
う
年
齢
で
の
ツ
ア

ー
優
勝
は
、
史
上
二
位
に
あ
た
る
快
挙
で
す
。

池
測
さ
ん
は
大
山
町
上
滝
出
身
。
高
校
時
代
に
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
ピ

ッ
チ
ャ

ー
と
し
て

チ
l
ム
を
全
国
大
会
ベ
ス
ト

8
に
導
き
ま
す
。
卒
業

後
上
京
し
、
企
業
の
女
子
野
球
チ
l
ム
に
五
年
間
在

籍
。
「
そ
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
で
身
を
立
て
た
い
と
考

え
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、

会
社
の
先
輩
か
ら
ゴ
ル
フ
を
勧
め

ら
れ
た
ん
で
す」
。
こ
う
し
て
二

十
五
歳
で
プ

ロ
を
志
し
た
池
測
さ

ん
は
、
練
習
場
で
働
き
な
が
ら
上

手
な
お
客
さ
ん
の
ス
イ
ン
グ
を
真

似
て
は
ひ
た
す
ら
ボ
l
ル
を
打
ち

続
け
、

二
十
九
歳
に
し
て
つ
い
に

プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
。
そ
れ
か
ら

七
年
後
の
ワ

ー
ル
ド
レ
デ

ィ
ー
ス

(
お
年
)
で
初
優
勝
を
遂
げ
た
の

に
続
い
て
、
富
士
通
レ
デ
ィ

ー
ス

(
初
年
)
で
二
勝
目
を
あ
げ
る
な

ど
十
五
年
連
続
し
て
シ

l
ド
権
を

確
保
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ゴ
ル
フ
ダ
イ
ジ
工
ス
ト
社
提
供

mm
年
に
シ

l

手

ド
権
を
失

っ

選

て

か

ら

は

極

湖

る

度

の

不

振

に

げ

恒
匂

陥
り
、
順
位

をプ

も
下
降
線
を

ツ力

辿
っ
て
い

き

勝一憂

ま
す

。
「
若

釦

手
が
台
頭
す
る

一
方
で
、
自
分
は
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

る
、ば
か
り
・:
。
さ
す
が
に
年
齢
的
な
も
の
を
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
。

し
か
し
、
ご
こ
か
ら
池
測
さ
ん
の
新
た
な
挑
戦
が

始
ま
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
テ

ィ
l
チ
ン
グ

プ

ロ
の
指
導
の
も
と
ス
イ
ン
グ
改
造
に
取
り
組
む
か

た
わ
ら
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
導
入
。
そ
し
て

五
十
歳
に
し
て
見
事
な
復
活
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。

「
あ
の
試
合
で
は
、
最
後
ま
で
優
勝
を
意
識
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
だ
け
シ
ョ

ッ
ト
に
集
中
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
」
。

今
回
の
優
勝
で
、
池
測
さ
ん
の
挑
戦
は
終
わ

っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ま
だ
自
分
の
思
い
描
く
理

想
の
ス
イ
ン
グ
が
で
き
て
い
な
い
ん
で
す
。
一

日
も

早
く
そ
れ
を
完
成
さ
せ
、
ぜ
ひ
最
年
長
優
勝
記
録
を

塗
り
か
え
た
い
で
す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
る
池
測
さ

ん
。
今
後
ど
ん
な
シ
ョ

ッ
ト
を
披
露
し
て
く
れ
る
の

か
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。
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国
や
体
制
を
越
え
た
連
携
協
力
を
躍
認

環
日
本
海
積
境
自
治
体
サ
ミ
ッ
ト

【

7
月
包
日
】

環
日
本
海
環
境
自
治
体
サ
ミ

ッ
ト
が
七
月
二
十
二
日
、
富
山
市
の
名
鉄
富
山
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
日

本
、
中
園
、
韓
国
、
ロ
シ
ア
の
四
か
国
か
ら
二
十
八
の
自
治
体
の
代
表
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
中
沖
知
事
が
「
こ
の
会
議
を
契
機
に
、
北
西
太
平
洋
地
域
の
環
境
保
全
に
対
す
る
協
力
体
制

が

一
層
充
実
す
る
よ
う
念
願
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
近
藤
次
郎
中
央
環
境
審
議
会
会
長
が
、

海
洋
の
環
境
問
題
等
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は

〈環
境
保
全
に
係
る
自
治
体

の
連
携
協
力
に
つ
い
て
〉
〈
今
後
の
油
汚
染
事
故
〉
の
二
つ
の
円
卓
会
議
が
設
け
ら
れ
、
酸
性
雨
対
策

や
油
汚
染
の
防
除
に
お
け
る
協
力
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
を
展
開
。
最
後
に
中

沖
知
事
が
、

・
環
境
保
全
施
策
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
沿
岸
・
自
治
体
間
の
連
携
協
力
存
二
層
促

進
す
る
こ
と
、

・
各
国
政
府
に
海
洋
環
境
の
保
全
・
修
復
に
か
か
わ
る
人
材
育
成
や
技
術
の
向

上
を
要
望
す
る
こ
と
、
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
富
山
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
。
同
ア
ピ
ー
ル
は
、

翌
二
十
三
日
に
富
山
県
民
会
館
で
聞
か
れ
た
北
西
太
平
洋
地
域
行
動
計
画

(
N
O
W
P
A
P
)

第

一
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
議
に
お
い
て
、
地
方
自

治
体
の
総
意
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま

で
、
ア
ジ
ア
環
境
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
も
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
環
日
本
海
地
域
に
お
け
る
環
境
協

力
体
制
の
構
築
に
向
け
大
き
な

一
歩
を
し
る
し

ま
し
た
。

日
本
の
健
康
県
づ
ノ
¥D
O

の
拠
点
が
着
工

抑

可面画面画面画面白

富
山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ

(
仮
郁
)
起
工
式

【

7
月
白
目
】

県
民
の
健
康
嗣
つ
く
り
の
中
核
施
設
と
な
る
富
山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
(
仮
称
)
の
起
工
式
が

七
月
二
十
八
日
、

富
山
市
友
杉

・
任
海
の
建
設
予
定
地
で
、
県
や
工
事
関
係
者
、
地
元
町
内
会

代
表
者
ら
約
百
三
十
人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
祝
詞
奏
上
の
後
、

中
沖
知
事
が
か
ま
入
れ
、
施
工

業
者
の
代
表
が
く
わ
入
れ
、
す

き
入
れ
を
行
い
、
出
席
者
が
玉
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にJと述べる中沖知事

h
F
完
成
予
想
模
型

7月14日 知的所有権センター開設記念講演会

7月18日 海上自衛隊護衛艦入港記念行事 (~20 日)

7月21日 環日本海環境自治体サミ ッ ト (~23 日 )

7月23日 北西太平洋地域行動計画 (NOWPAP)第1回

フォーラム会議 (~25 日)

7月26日 '97日本海学講座「海の生物教室」

7月28日 富山県園際健康プラザ(仮称)起工式

アジア環境国際フォーラム (~30 日 )

とやまファン倶楽部会員交流会

富山県イメージ.アップ賞授賞式

知事のまちまわり (黒部市)

2α氾年にGO!とやまスポーツフェスティパル

7月29日

8月7日

8月8日

本 海環境 自治体 4
・温 ・国 .Juty21-23.1997 イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
貢
献
者
に

感
謝
を
込
め
て

富
山
県
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
賞
授
賞
式

【

7
月
白
日
}

今
回
受
賞
し
た
の
は
、
映

画

「草
刈
り
十
字
軍
』
製
作

』
vマ

グ
ル
ー
プ
と
高
岡
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の

二
団

コ一九

体
。
映
画

「草
刈
り
十
字
軍
」
は
造
林
地
へ
の
除
草
剤

の

空
中
散
布
反
対
か
ら
始
ま
っ
た
草
刈
り
運
動
を
描
い
た

持

も

の
で
、
富
山
県
か
ら
生
ま
れ
た
地
道
な
環
境
保
護
活

汁

動
を
全
国
に
向
け
発
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
岡
万
葉

制

ま

つ
り
実
行
委
員
会
は
、
万
葉
集
全
二
十
巻
を
三
昼
夜

か
け
て
歌
い
つ
な
ぐ

ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン

ト

「
万
葉
集
全
二
十

巻
朗
唱
の
会
」
を
主
催
。
市
民
総
参
加
の
事
業
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
を
集

め
、
本
年
度
「
第

一
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

授
賞
式
は
、
富
山
県
争
愛
し
応
援
す
る
会
員
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
と

や
ま
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」
の
会
員
交
流
会
に
お
い
て
行
わ
れ
、
映
画
監
督
の
吉

田

一
夫
さ
ん
ほ
か

『草
刈
り
十
字
軍
」
製
作
ス
タ

ッ
フ
と
、
高
岡
万
葉
ま
つ

り
実
行
委
員
会
委
員
長
の
藤
井
孝
高
岡
市
助
役
に
中
沖
知
事
か
ら
ト
ロ
フ
ィ

ー
と
賞
状
、
副
賞
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
約
二
百
人
の
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

活
動
を
通
し
て
富
山
県
の

イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
に
貢
献
し

た
個
人
や
団
体
に
対
し
て
感

謝
状
を
贈
呈
す
る
「
富
山
県

イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
賞
授
賞

式
一
が
七
月
二
十
九
日
、
東

京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

置雪監量軍事E

‘F

独
創
的
な
イ
ベ
ン
ト
「
万
葉
集

二
十
巻
朗
唱
の
会
」

3 

砂 :
かヱコ
ま
入
れ
で
工
事
の
安
全
を ふ
語，



i 一一!犠仁一
、t由琢と-ゆたかさ実感・

まなびタウン
文化の広がり、シンポ
ジウムに講演会

-さわって体感・

たっちタウン
見て、触れて、人にや さし
L、イ主まいづくりを体:験:

富山市
体育文化センター

【メインアリーナ]

[サブアリーナ}
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-やすらぎ空間・

ふれあいストリート
いこいとにぎわいの広場

Ø(P{Ø~Ð#)ø 

-みながら発見・

み5いタウン
最新の住宅情報が一堂
に集合、21世紀を展示

-たのしさ発信・

すまいるタウン
奔しさいろいろ、公開生
放送に落語に漫才

-たよって安心・

うると5タヲン
暮らしを守る、消防士に
警察官に ウルトラマン

富山県消防学校
グラウンド

富山産業展示館
[テクノホール}

-きいて納得・

怒るほどタウン
楽しむ、学ぶ、多彩なセミナー

• • • 

4 

今
日
、
富
凶
県
の
住
環
境
ほ
詮
国

で
む
ポ

ッ
プ
レ
ベ

M
£

い
わ
れ
て
ぱ

ま
す
が
、
J
，一

一

世

紀

色

前

に

し

て
ラ
イ
フ
ス
タ

ψ
ル
ヤ
住
ま
い
方
必

ま
す
ま
す
多
様
化
し
て

-νま
す
。
こ

の
よ
う
な
な
か
、
快
適
な
生
活
め

J

現
の
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
新
し
い
住
ま
い
方
や
住
み
よ
い
住

環
境
"つ
く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

住
宅
月
間
に
あ
た
る
十
月
に
は
、

全
国
各
地
で
住
意
識
の
向
上
を
図
る

行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
が
、
中

で
も
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
住

宅
月
間
中
央
イ
ベ
ン
ト
」
が
、
「

w

ス
ー
パ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ
ア

-m
富

山
」
と
し
て
本
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
フ
工
ア
で
は
、
「
地
球
と
共

に
、
私
の
住
ま
い
」
を
開
催
テ

l
マ

に
、
県
民
に
二
十
一
世
紀
を
展
望
し

た
新
し
い
住
ま
い
方
を
提
言
す
る
と

と
も
に
、
住
ま
い
に
つ
い
て
広
く
考

え
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

快
適
生
活
へ
の
ヒ
ン
ト
満
載
!
六
つ
の
エ
リ
ア

フ
ェ
ア
で
は
、
富
山
産
業
展
示
館
(
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
)
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
そ
の
周
辺
を
含
め
た
一
帯
を

〈
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
〉
と
し
、
次
の
六
つ
の
工
リ
ア
を
設
け
ま
す
。

みながら発見

みSいタウン
(テクノホール)

これからの住まいづくりへ

の新たな方向性を、見る、触

れる、感じることができる展

示エリアとして展開します。

V
富
山
県
コ
ー
ナ
ー

富
山
の
誇
る
日
本

一

(
世
界

一
)
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
紹
介

す
る
ほ
か
、
映
像
を
用
い
て
富
山
の
住
文
化
や
新
し
い
住
ま
い
附
つ

く
り
を
来
場
者
と
と
も
に
考
え
る
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
楽
し

い
ト
l
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
。

V
富
山
市
コ
ー
ナ
ー

フ
ェ
ア
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
住
宅
関
連
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
カ
フ

ェ
を
設
置
。
ま
た
、
大

工
道
具
展
を
開
催
し
、

家
、
つ
く
り
の
知
恵
や
技

を
検
証
す
る
。

V
住
宅
月
間
申
央
イ
ベ

拘

ン
ト
ゾ
l
ン

快
適
な
地
球
環
境
を

次
世
代
に
残
す
た
め
に

住
ま
い
に
で
き
る
こ
と

を
、
北
野
大
さ
ん
が
や

さ
し
く
解
説
す
る
ほ

か
、
住
ま
い
を
長
持
ち
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
や
環
境
へ
の
気
配
り
を

紹
介
。
ま
た
、
ク
イ
ズ
を
通
し
て
、
や
さ
し
く
住
み
続
け
る
こ
と

を
考
え
る
。

V
企
業
展
示
ゾ
l
ン

①
新
し
い
住
ま
い
方
、

②
し
あ
わ
せ
な
住
ま
い
、

③
安
全
で
快

適
な
住
ま
い
、

④
魅
力
あ
る
ま
ち

m

つ
く
り
、

⑤
暮
ら
し
の
情
報
、

の
各
テ
l
マ
に
沿
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
出
展
ゾ
l
ン
。

きいて納得

なるほどタウン

新しい住まいづくりを楽し

みながら学べるいろいろなセ

ミナーが開催されます。

(テクノホール)

開
催
セ
ミ
ナ
ー
(
抜
粋
)

V

『イ
ン
テ
リ
ア
空
間
を
楽

し
も
う
』

わ
が
家
を
素
敵
に
す
る
イ

ン
テ
リ
ア
の
テ
ク
ニ

ッ
ク

を
、
色
彩
学
の
観
点
か
ら
解

説
。
ま
た
、
素
人
で
も
で
き

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
作
り

方
を
指
導
。

V

「家
、つ
く
り
の
計
画
か

S

実
行
ま
で
」

家
柄
つ
く
り
に
取
り
組
む
と

き
の
考
え
方
や
資
金
計
画
の

ほ
か
、
様
々
な
ポ
イ
ン
ト
を

5 



ク
リ

ニ
ッ
ク
。

V

「健
康
住
宅
』

人
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
住
宅
の
原
因
を
つ
き
と
め
、
こ
れ
か

ら
の
健
康
住
宅
の
あ
り
か
た
を
探
る
。

※
こ
の
ほ
か
、
『
住
宅
の
リ
フ
ォ

ー
ム
」
ゃ

く
り
』
な
ど
多
彩
な
セ
ミ
ナ
ー
を
用
意
。

「
地
震
に
強
い
家
づ

さわって体感

たっちタウン

高齢者や幼児にやさしい住

まいを、来場者自らが体験で

きるエリアとして展開します。

(富山市体育文化センタ-)

V
住
ま
い
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
体
験
館

身
体
、
視
覚
、
聴
覚
の
不
自
由
を
和
ら
げ
る
子
段
を
紹
介
し
、

住
ま
い
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
を
促
進
。

V
住
ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

法
律
や
税
、
融
資
か
ら
設
計
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
で
専
門
家
が
あ

ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
。

たよって安心

うるとSタウン
(富山黒消防学校グラウンド)

「災害に強いまちづくり」に

焦点を絞り、住まいや住まい

づくりの見地から防災対策の

必要性を実感できる参加体験

プログラムを用意します。

V
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

V
屈
折
式
は
し
ご
車
や
パ
ト

カ
ー
へ
の
体
験
乗
車

V
レ
ン
ジ
ャ

l
隊
に
よ
る
人

命
救
助
活
動
実
演

こ
の
ほ
か
、
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
シ
ョ
ー
な
ど
ち
び
っ
子
が

楽
し
め
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
開
催
。

、
-'97スーパーJ¥ウジングフェア in富山~

やすらぎ空間

ふれあい

ストリート

以上 6つのエリアは、植栽

などで装飾されたくふれあい

ストリート〉で結ばれます。

V
苗
木
や
イ
ン
テ
リ
ア
恕
ど
の
告
種
売
庖

V
飲
食
・
休
憩
コ
ー
ナ
ー

V
庭
づ
く
り
や
木
工
、
ク
ロ
ー
ス
張
り
替
え
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

公
開
生
放
送
や
落

語
、
マ
ジ
ッ
ク
、

すまいるタウン
(富山市体育文化センター)

たのしさ発信

ン
サ

l
ト
な
ど
来
場

者
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
沢
山

。
ま
た
、

富
山
県
行
事
と
し
て

記
念
講
演
会
を
実
施

す
る
ほ
か
、
住
宅
に

関
す
る
様
々
な
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
作
品
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。

砂
立
川
士
山
の
輔

中
央
行
事
と
し
て

住
宅
月
間
記
念
講
演

会
を
実
施
す
る
ほ
か
、

く
ら
し
と
住
ま
い
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ム
を
開
催
し
ま
す
。

行

ま
た
、
狂
言
や
コ
ン

ロ

サ
l
ト
な
ど
の
舞
台

W国
防

イ
ベ
ン
ト
も
併
せ
て

展&口

行
い
ま
す
。

総

ゆたかさ実感

まなびタウン
(富山能楽堂)

6 

コ

3db玄. 場
10月9日(木) 10月10日(金) 10月11日(土) 10月12日(日)

am pm am P打1 am pm a町1 prr】

みながら発テク見ノ みらいタウン
富山県 ・富山市ゾーン、住宅月間中央イベン卜ゾーン、企業展示ゾーン

ホ-)レ チューIhプテぱ生中継 富山ァレビ生中継

きいテてクノ納ホ得ールな(2る階ほ会ど議タ室ウ)ン 庭づく 住宅の 家イ持ンテ)リめア計空画間房長楽し11も2うモ 明 民慢家慶の住再宅生. 家づくりの 震園に芸強い教家室づりのデザイン 地 〈
リフォーム 常識、非常識 り

さ富わ山っ市体て育体文化験セン たっちタウン 住宅供給公社ゾーン、住まいの相談コーナー、お楽しみ抽選コーナー
ヲー(メインアリーナ)

たの富山し市さ体発育文信化 すまいるタウン 己同記念式典 FMとやま KNBラジオ クラシック すまいる寄席 大正琴演奏会 記念講演4

センター(サブアリーナ) 公開放送 公開放送 コンサート 池原義郎

ゆたかさ実感 まなびタウン イ主志管.~碕l開聞校ユ記ー里モ念ア子講トー演ヲ 水D家r学.コづかパくらりの見 シンポジウム シンセサイザー糊 狂言
富山能楽堂 風 一九 浜美桔 ロマンチックコンサート 野村万作ほか

たよって安心 校うるとらタウン
起震車んよる地震体験、消火器具いよる消火訓練

富山県消防学 クラウンド レスキュー隊救急活動実演、屈折式はしご車体験乗車、DS隊模範演抜、ウルトフマンティガショー ほか

やすらぎ空間 ふれあいストりー卜
飲食亮庖、休憩コーナー、お茶コーナー、ミニ庭園、苗木植木即売会、インアリア亮庖

体験コ ナ 陣づくりと庭園の維持管理、木工教室、筋かいのやくわり、p・階段・廊下形状の比較、見えない設備、配水管の修理クロス・ふすま・床の張替、畳表の工作、MYス9ンドを作ってみよう|

吾妻霊
未来へ飛躍 炉ばた談未義来

合掌集j各での炉ばた談義

私の考える、住まいの現在、過去、 浜美枝ほか

先人歴の史と知伝恵統再を体発感見、デ探訪パスツアー 下新川民家再生コース 富山八尾おわらコース 高岡キトキトコース 富山八尾おわらコース

イスカ八リーとやま 高岡キトキ卜コース 五箇山世界遺産コース 五箇山世界遺産コース

住まいの証明 モデル住宅見学 シャトルパス運行(フェア会場。モテル住宅)
新しし、住まい方、住みたい家

-記念コンサー卜 「鈴木蘭々 スペシャルライブj とき/10月17日(金)⑥ ところ/富山市芸術文化ホール (オーバートホール)

※イベントの内容は、変更する場合があります。

富
山
の
魅
力
再
発
見

フ
ェ
ア
会
場
で
の
催
し
の
ほ
か
、
富
山
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
次
の
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

一義一
一談一

一拍柵一
一炉一
(五箇山合掌集落)

未来ヘ飛躍
世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
五
箇
山

民
家
の
炉
端
で
、
合
掌
民
家
を
移
築

し
た
住
宅
に
住
む
浜
美
枝
さ
ん
(
女

優
)
の
体
験
談
を
中
心
に
、
住
ま
い

づ
く
り
の
現
在
、
過
去
、
未
来
に
つ

い
て
夜
更
け
ま
で
語
り
合
い
ま
す
。

先人の知恵再発見

探訪
パスツアー

富
山
ら
し
い
住
ま
い
方

や
住
ま
い
、つ
く
り
に
つ
い

て
の
専
門
家
随
行
ガ
イ
ド

パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま

す
。

(①
下
新
川
民
家
再

生
コ

l
ス
、
②
高
岡
キ
ト

キ
ト
コ

l
及
、
③
富
山
八

尾
お
わ
ら
コ

l
ス
、
④
五

箇
山
世
界
遺
産
コ

l
ス
の

各
コ

l
ス
を
設
定
。
参
加

者
公
募
)

住まいの証明

モデル住宅
見学

省
エ
ネ
・
高
耐
久
・
バ
リ
ア
フ
リ
l
の

三
条
件
を
基
本
設
計
と
し
た
県
住
宅
公
社

団
地
(
富
山
市
月
岡
西
緑
町
)
の
モ
デ
ル

住
宅
を
見
学
。
フ
ェ
ア
来
場
者
も
参
加
で

き
る
よ
う
住
宅
展
示
場
と
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ

ェ
ア
会
場
を
シ
ャ
ト
ル
パ
ス
で
結
び
ま

す
。

「
住
み
よ
い
県
」
か
ら
「
住
み
た
い
県
」
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
は
、
ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
生
活
の
実
現
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
し
あ
わ
せ
を
育
む
住
環
境
ぃ
つ
く
り
に
県
民
の
皆
さ

ん
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

住
ま
い
は
毎
日
の
生
活
を
営
む
う
え
で
の
基
本
。
「
ス
ー
パ
ー

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ェ
ア
」
は
、
新
し
い
住
ま
い
や
住
ま
い
方
の
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
く
れ
る
場
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
宅
月
間
富
山
県
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
(
県
庁
建
築
住
宅
課
内
)

合

0
7
6
4
1
判

1
3
3
5
9
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闘
活
指
uw

、る
場
所
と
し
て
、
県
内
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
の

た
く
み

あ
る
「
陶
房
匠
の
里
」
。
こ
の
匠
の
里
を
拠
点
に
焼
き
物
“つ
く
り
に
情
熱

を
傾
け
て
い
る
の
が
「
陶
友
会
」
だ
。

「会
員
は
、
ほ
と
ん
ど
が
素
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
人
ば
か
り
な
ん
で

す
よ
」
と
語
る
の
は
、
同
会
会
長
の
徳
井
伊
佐
夫
さ
ん
。
陶
友
会
は
、
昭

和
五
十
六
年
の
粘
土
工
芸
セ
ン
タ
ー
設
立
を
契
機
に
結
成
。
会
員
三
十
二

名
は
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
や
休
日
に
集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
「有

名
作
家
の
コ
ピ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
特
徴
を
出
し
て
い
こ
う

と
会
員

一
同
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
徳
井
さ
ん
。

同
会
で
は
、
生
地
や
粕
薬
(
う

わ
ぐ
す
り
)
、
窯
に
よ
っ
て
様
々

な
個
性
が
生
ま
れ
る
陶
芸
の
魅
力
を
さ
ら
に
理
解
し
よ
う
と
、
毎
年
全
国
の
窯
場
を
訪
れ
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
、
備
前
や
信
楽
な
ど
数
多
く
の
窯
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
作
家
の
方
に
窯
場
を
案
内
し
て

も
ら
い
、
直
接
お
話
を
聞
け
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
で
す
ね
」
と
徳
井
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

十
月
五
日
か
ら
は
、
会
員
た
ち
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
「
第
十
二
回
会
員
展
」
が
匠
の
里
で

開
催
さ
れ
る
。
「
二
百
点
余
り
の
作
品
を
展
示
す
る
ほ
か
、
電
動
ろ
く
ろ
の
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
即
売
会
な
ど
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
徳
井
さ
ん
。
陶
芸
に
関
心
の
あ
る
人
は
、
訪
れ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
。

、
λ ぎ

人口/12，476人

面積/21.77knt

(平成9年7丹1日現在)

か
な
器
、
つ
く
り

陶
友
会

企徳井伊佐夫さん

市
暇
時
間
の
加
に
伴
い
、
そ
れ
を
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自
ら
の
趣
味
に
活
か
す
人
が
増
え
つ
つ

あ
る
が
、
虞
回
都
世
さ
ん
も
そ
の
一
人

で
、
か
多
趣
味
人
u

と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

「
い
つ
も
楽
し
く
何
か
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
好
き
な
ん
で
す
」
と
語

る
虞
田
さ
ん
は
、
日
本
画
家
と
し
て
県

外
で
個
展
を
開
く

一
方
、
雑
誌
の
挿
絵

や
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
手
掛

け
て
い
る
。
今
年
は
葉
書
「
か
も
め

i

る
」
北
陸
版
で
、
「
天
の
川
」
を
題
材

と
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
担
当
し
た
。
そ
れ

以
外
に
、
人
形
劇
団
「
ニ
ッ
チ
人
形
芝
居
」
に
所
属
し
て
、
人
形
の
衣
装
製
作
を
行
う
か
た

わ
ら
、
女
性
で
は
県
内
に
三
人
し
か
い
な
い
気
球
パ
イ
ロ

ッ
ト
の

一
人
と
し
て
「
と
な
み
ス

カ
イ
ブ
ェ
ス
」
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
に
幅
広
く
関

わ
っ
て
い
る
虞
田
さ
ん
だ
が
、
複
数
の
活
動
が

自
分
の

M

視
点
u

を
変
え
、
相
互
に
好
影
響
を

も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
「
例
え
ば
、
気
球
か

ら
散
居
村
や
富
山
湾
な
ど
の
美
し
い
眺
め
と
出

会
う
こ
と
で
、
絵
を
描
く
上
で
の
見
方
は
も
ち

ろ
ん
、
富
山
に
対
す
る
見
方
も
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
ね
」
と
虞
田
さ
ん
。

現
在
は
、
九
月
に
新
川
文
化
ホ

l
ル
で
開
催

さ
れ
る
人
形
劇
シ
ア
タ
ー
の
準
備
中
。
「
秋
に
は

気
球
シ
ー
ズ
ン
も
到
来
す
る
ん
で
す
よ
」
と
ま

す
ま
す
忙
し
そ
う
な
虞
田
さ
ん
だ
が
、
こ
れ
ら

は
彼
女
に
と
っ
て
人
生
を
豊
か
に
す
る
手
段
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

町
民

ρ
健
康
ホ
つ
く
り
の
拠
点

大
門
町
保
健
セ
ン
タ
ー

健

康

づ

く

リ

活

j
t
i
I
L
L
-
-
、

動
拠
点
と
し
て
昨
年

四
月
、
特
別
養
護
老

人
ホ

l
ム
こ
ぶ
し
園

隣
に
オ
ー
プ
ン
し
た

の
が
大
門
町
保
健
セ

ン
タ
ー
だ
。

「
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
健
康
情つ
く
り
を
進
め
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
語
る
の

は
、
所
長
の
大
津
円
隆
さ
ん
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

種
検
診
な
ど
通
常
の
保
健
活
動
の
ほ
か
、
町
民
に
親
し

ま
れ
る
施
設
を
目

指
し
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
月

一
回、

三一
歳
未
満
の
子
ど
も
と
母
親
を

対
象
に
開
い
て
い
る
「
子
育
て
サ
ー
ク
ル
」
は
、
毎
回
一二
、

四
十
組
の
親
子
が
参
加
す
る
盛
況
ぶ
り
。
こ
れ
は
、
健
康

相
談
に
訪
れ
る
母
親
た
ち
の
会
話
か
ら
、
子
育
て
に
関
す

る
情
報
交
換
の
場
が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
職
員
の
ア
イ
デ

ア
で
始
ま
っ
た
も
の
だ
。
「
七
夕
哨
つ
く
り
ゃ
ミ
ニ
運
動
会

な
ど
季
節
の
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
お
母
さ
ん
た
ち

の
子
育
て
の
怖
み
解
消
や
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
ね
」
と
大
津
さ
ん
。
こ
の
ほ
か
、
お
年
寄
り
を
対
象

に
し
た
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
教
室
な
ど
、
町
民
が
同
セ
ン
タ
ー

を
訪
れ
る
機
会
、つ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

「
今
後
は
、
町
民
や
専
門
家
の
中
か
ら
健
康
前つ
く
り
を

推
進
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語

る
大
津
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
同
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

健
康
づ
く
り
の
輪
が
、
町
全
体
に
広
が

っ
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。

《
大
門
町
の
概
要
》

大
門
町
は
、
都
市
の
便
利
さ
、
楽
し
さ
に
、
ふ
る
里
の
安
ら
ぎ
と
ぬ

く
も
り
の
あ
る
生
活
、
文
化
環
境
を
整
え
る
「
砕
勧
融
合
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
い
る
。

五
月
の
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
は
、
県
内
外
か
ら
五
千
余
り
も
の

凧
が
集
ま
り
、
庄
川
河
川
敷
の
大
空
を
お
お
い
つ
く
す
。
ま
た
、
九
月

八
日
(
二
口
熊
野
社
)
と
十
日
(
櫛
田
神
社
)
に
行
わ
れ
る
火
渡
り
神

事
は
、
県
内
で
も
珍
し
い
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

...自作の人形を持つ廃田郁世さん

4

司
大
津
円
陸
さ
ん

hv
親
子
で
七
夕
づ
く
り
に
参
加

10 
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右々お当人にやさしいまちづくりをめざして
~富山県民福祉条例施行規則制定~

性ズポ-ツの会会長

山本玲子

県山宮
田

モき野呉山病院看護部長
福祉に対するニーズが高度化・多様化するなか、県では少子高齢社会への対応や障害者な

どの自立と社会参加を積極的に進めていくため、昨年 9月に富山県民福祉条例を制定しまし

た。現在、この条例に定める「人づくりJrネットワークづくりJrまちづくりJの3つの施

策の基本方針に基づいて様々な施策を推進しています。

このうち「まちづくり」に関しては、 8月1日に富山県民福祉条例施行規則を制定し、高

齢者や障害者をはじめとするすべての県民が安全かつ快適に暮らせる、人にやさしいまちづ

くりの実現に向けて取り組んでもいくことにしています。

ぐ
¥

一

立
秋
も
過
ぎ
緑
豊
か
な
呉
羽
丘
陵
に
も
秋
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
、
す

す
き
の
穂
、
だ
ち
ゃ
、
紅
白
の
萩
の
花
が
涼
風
に
や
さ
し
く
ゆ
れ
て
い
ま

す
。み

の
り
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
モ
リ
モ

リ
食
欲
を
健
康
生
活
に
役
立
て
、
夏
パ
テ
を
回
復
し
、
や
が
て
く
る
冬

に
備
え
て
健
康
前
つ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
の
三
要
素
は
、
栄
養
、
運
動
、
休
養
で
す
。
中
で
も
私

た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
食
事
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
健
康
維
持

に
不
可
欠
で
す
。
一

日
コ一
食
、
規
則
正
し
く
、
お
い
し
く
楽
し
み
な
が

ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

特
に
朝
食
は
、

一
口
の
ス
タ
ー
ト
の
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
。
早
寝

早
起
き
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
、
午
後
十

一
時
迄
に
は
就
眠
し
、
起
床
は

12 

朝
食
三
十
分
前
に
行
な
い
、
脳
と
胃
袋
の
目
覚
め
を
心
が
け
て
下
さ
い
。

そ
の

一
方
法
と
し
て
、
大
き
く
深
呼
吸
を
三
回
、
大
き
く
ゆ
っ
く
り
背

の
び
を
三
回
、
首
の
前
後
左
右
倒
し
を
二
回
、
ゆ
っ
く
り
首
回
し
各
二

回
ず
つ
行
な
い
、
「
目
が
覚
め
た
ぞ
、
今

H
も

一
日
元
気
だ
、
が
ん
ば
る

ぞ
」
と
自
ら
を
元
気
づ
け
な
が
ら
お
や
り
下
さ
い
。

-mω運
動
の
展
開

1
日
初
食
材
以
上
を
食
卓
に

た
ん
ぱ
く
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
五
大

栄
養
素
の
働
き
を
よ
く
知
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る
ご
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

一
つ
の
献
立
に
、
五

i
六
種
類
の
食
材
を
使
っ
て
調
理
す
る
と
、

三

十
食
材
も
難
な
く
ク
リ
ア

l
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
み
そ
汁

に
豆
腐
、
ワ
カ
メ
、
生
菱
、
人
参
、
牛
芳
等
を
入
れ
る
と
、
具
の
多
い

こ
と
と
生
差
の
香
り
で
減
塩
も
気
に
な
ら
ず
、
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ー
く
ち
初
回
以
上
よ
く
噛
ん
で

よ
く
噛
む
こ
と
で
唾
液
の
分
泌
が
活
発
に
な
り
ま
す
が
、
唾
液
は
消

化
を
促
進
す
る
ほ
か
、
食
材
に
つ
い
て
い
る
有
害
物
質
(
癌
の
誘
発
物

質
等
)
を
無
害
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
牛
乳
も
よ
く
噛
ん
で
、

夕
食
時
に
多
く
飲
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
よ
く
噛
む
こ
と
で
「
八
十
才

ま
で
に

二
十
本
の
菌
」
を
保
持
す
る
た
め
に
菌
ぐ
き
の
鍛
練
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
噛
む
こ
と
が
脳
を
刺
激
し
、
そ
の
活
性
化
に
役
立
ち
ま

ほ

ほ

つ

や

す
。
加
え
て
頬
の
筋
肉
の
艶
と
張
り
を
増
し
、

顔
立
ち
も
若
々
し
く
な

る
の
で
す
。

食
事
は
初
分
以
上
か
け
て

楽
し
い
気
分
で
お
い

し
く
食
べ
る
と
、
消
化
液
の
分
泌
や
胃
の
働
き

も
よ
く
な
り
ま
す
。
自
己
の
成
長
に
つ
な
が
ら
な
い
ス
ト
レ
ス
は
、
思

い
つ
き
り
よ
く
捨
て
ま
し
ょ
う
。
適
量

の
ア
ル
コ
ー
ル
も
楽
し
い
気
分

づ
く
り
に
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

食
欲
の
秋
か
ら
初
め
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
食
生
活
を
見
直
し
、
食
生
活
健
康
明
つ
く
り
を
1

富山県民福祉桑例
施行規則@あEるまU
- 不特定多数の人が利用する生活関連施設を整備

対象として定めました。 (例:病院、劇場、百貨

庖、ホテル、飲食庖、理美容院等の建築物、公共

交通機関の施設、道路、公園など)

. これらの生活関連施設の出入口、廊下、階段、

便所などの構造および設備の整備に関し、必要な

基準を定めました。・生活関連施設のうち一定規模以上のものについ

ては、新築等に着手する前に届け出をお願いする

ことにしました。

なお、同規則は、平成 10年 4月 1日から施行さ

れます。今後、生活関連施設の整備(新築、増 ・改

築など)を計画されぷ方は、事前にご相談ください。

※問合せ 県庁社会福祉課 ~0764 (44) 3109 

県庁建築住宅課 ~0764 (44) 3357 

富山市建築指導課 ~0764 (43) 2107 

高岡市建築指導課 ~0766 (20) 1429 

または、お近くの県土木事務所建築課

福祉@ま富づくり総合謹備事襲@実施
県では、生活関連施設の整備を促進するため、 「福祉のまちづくり総合整備事業」

を設け、県有施設のバリアフリー化をはじめ次のような支援を行ってpく予定です。

① 市町村施設の整備に対する助成

② 民間事業者が行う施設整備に対する低利融資

③ 高齢者、障害者の住宅改善に対する助成

._， 

一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」

福祉フォーラム「人間5しく生きる」

日時 9月23日 (火)

会場 とやま自遊館ホール

内容樋口恵子氏による基調講演 ほか

問合せ 富山県民福祉推進会議 (県社会福祉協議会内)

合 0764(32) 2958 

「ーー
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お
、知
ら
せ

ト

一廿

;;yj一ア
イ
ア
祭
切
開
催

最
新
の
情
報
機
器
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
の
普
及
を
図
り
、
地
域
の
情
報
化
を
進
め
る
た
め
、
「
と
や
ま
マ

…
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
W
」
を
開
催
し
ま
す
。

…

日

時

9
月
5
日
後
1

7
日
日
午
前
叩
時

i
午
後
5
時

会

場

第

1
会
場
富
山
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

…
太
閤
山
ラ
ン
ド
・
ニ
ュ

l
コ
ル
フ
競
技
大
会

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど

6
種
類
の
ゴ
ル
フ
を
、
先
口
3
ホ
ー
ル
計
旧
ホ
i
ル
で
競
い
ま
す
。

日

時

叩

月

旭

日

日

午
前
9
時
i

場
所
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

募
集
定
員

1
2
0
名

(定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

参
加
費

5
0
0
円

と川

…
対
象
者
高
校
生
以
上

E
M
;
 ~日M…ト、…

時
、

rMr.-ι

1

1

1

1
』…

以
上
応
募
・
問
合
せ

第
1
回

富

山

県

民

芸

術

文

化

祭

…

伽

富
山
県
民
福
祉
公
園

2
0
7
6
6
1
m
l
6
1
1
6

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
Z
ス
テ
ィ
パ
ル
入
場
者
募
集
…
圃
1

1

1

1

1

1

1

1

1

-

-

I

l

l

i

-

-

-

-

圃
申
央
植
物
園
催
し
参
加
者
募
集

9
月
か

5
沼
月
に
か
け
て
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
第
1
回
富
山

…
・

県
民
芸
術
文
化
祭
の
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
入
場
…
植
物
染
め
講
習
会

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
洋
舞
、
邦
楽
、
合
唱
、
欧
奏
楽
な
ど
の
多
…
植
物
を
染
料
に
し
て
毛
糸
や
布
を
染
め
る
講
習
を
行
い
ま
す
。

彩
で
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

…

日

時

9
月
初
日
出
、
引
日
叩

(
い
ず
れ
か
の
日
を
選
択
)

日

時

9
月
幻
日
制

午
後
2
時
1

4
時

何

分

…

午

前

叩

時

i
午
後
4
時

場
所
富
山
県
民
会
館

…
場
所
富
山
県
中
央
植
物
園
管
理
研
修
棟
実
習
室

応
募
締
切

9
月
8
日
叩

当
日
消
印
有
効

…
講
師
足
立
紀
美
子
さ
ん

(女
子
美
術
大
学
講
師
)

応
募
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
…
定
員
各
剖
名

(往
復
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
先
着
順
)

を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い

(入
場
無
料
)

。

…

参
加
費

1
、
0
0
0
円

(材
料
費
)

応
募
・
問
合
せ
干
9
3
0
l
叩
富
山
県
民
芸
術
文
化
祭
実
行
委
…
植
物
画
講
習
会

員
会
事
務
局
岱

0
7
6
4
1
糾

1
9
6
1
6

…
植
物
を
科
学
的
に
か
つ
正
確
に
描
く
植
物
園
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

日

時

9
月
幻
日
出
i
m
日
間

午
前
叩
時
j
午
後
4
時

場
所
富
山
県
中
央
植
物
園
管
理
研
修
棟
研
修
室

講

師

豊

田

路

子

さ

ん

(植
物
画
家
・
フ
ェ
ア
リ
l
リ
ン
グ
の
会
会
員
)

岡
田
宗
男
さ
ん

(

定

員

印

名

(往
復
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
先
着
順
)

参
加
費
画
材
費
と
し
て

5
0
0
円
程
度
必
要

太
閤
山
ラ
ン
ド
催
し
参
加
者
募
集

公
園
街
道
を
歩
こ
う
会

太
閤
山
ラ
ン
ド

i
野
鳥
の
園
(
古
洞
池
)

j
ね
い
の
里
(
い
こ
い

の
村
)
ま
で
の
約
旧
同
を
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
と
と
も
に
歩
き
ま
す
。

日

時

叩

月

5
日
同

午
前
9
時
i
午
後
5
時

募
集
定
員
別
名

(定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

参
加
費

5
0
0
円

対
象
者
中
学
生
以
上

以
上
申
込
み
・
問
合
せ
富
山
県
中
央
植
物
園

干
9
3
9
l
U
婦
負
郡
婦
中
町
上
轡
四
位

8
0
7
6
4
1
m
l
4
1
8
7
 

工
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
売
薬
版
画
、

思
動
艇
な
ど
の
薬
業
資
料

…

欧
奏
楽
や
民
謡
民
舞
、
洋
舞
、
演
劇
、
チ
エ
コ
の
人
形
劇
団
の
公

の
展
示
の
ほ
か
、
紙
風
船
づ
く
り
の
体
験
や
健
康
茶
の
即
売
コ

l
ナ

…
演
な
ど
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

ー
も
開
設
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

…

開
催
日

9
月
刊
日
叩
j
叩
月
也
日
叩
ま
で
の
日
曜
お
よ
び
祝
日

日

時

9
月
U
日
出
1
羽
田
町

午
前
9
時
1
午
後
5
時

…
入
場
料

1
公
演

4
、
5
0
0
円

(利
賀
往
復
パ
ス
券、

食
事
券
付
き
)

会
場
富
山
県
利
賀
芸
術
公
園

場
所
新
湊
市
中
央
文
化
会
館

問
合
せ
県
庁
薬
業
振
興
課

8
0
7
6
4
l
糾

1
3
2
3
6

…
公
演
日
程
お
よ
び
チ
ケ

ッ
ト
等
に
つ
い
て
は
、

制
富
山
県
芸
術
文
化

「|
|

I

l

i

l

i

-

-

-

-

-

l

i

l

i

-

-

-

…
協
会

8
0
7
6
4
1
削

1
8
6
3
5

⑮
1
2
3
1
1
2
5
ま
で

-
と
や
ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
普
及
地
域
会
議
開
催

…
同

は

河

川
河

川
い

1

1

1

1

1

1

l

i

l

-

-

県
で
は
、
こ
の
た
び
策
定
し
た
「
と
や
ま
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
…
圃
動
物
愛
護
週
間
行
事
の
ご
案
内

を
県
民
の
み
芯
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
と
や
ま
男
女
共
同
…
・

参
画
プ
ラ
ン
普
及
地
域
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
近
く
の
…
県
で
は
、
動
物
愛
護
週
間

(
9
月
白
日

i
白
日
)
に
「
子
犬
・
子

会
場
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

…
ね
こ
の
里
親
探
し
」
「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
「
動
物
図
面
コ
ン
ク

ー
ル
」
「
動
物
の
慰
霊
祭
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
引
日
は

※

9
月
か
ら
刊
月
に
か
け
て
次
の
市
町
で
開
催

富
山
市
、
高
岡
市
、
新
湊
市
、
魚
津
市
、
氷
見
市
、
滑
川
市
、
黒
部
市
、
砺
波

…
里
親
探
し
を
行
う
ほ
か
、
里
親
に
出
さ
れ
る
子
犬
・
子
ね
こ
の
引
取

市
、
福
岡
町
、
大
山
町
、
朝
日
町
、
八
尾
町
、
大
門
町
、
福
光
町
、
庄
川
町
…
り
も
行
い
ま
す
。

日

時

日
時
、
会
場
に
つ
い
て
は
、
県
庁
女
性
青
少
年
課

8
0
7
6
4
1
糾

1
3
1
3
7
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
…

引
取
り

譲
渡
し

場

所

問
合
せ

9
月
引
日
伺

午
前
叩
時
卯
八
万
1
吃
時
加
分

午
後
1
時
羽
分
1

3
時

立
山
町
利
田
富
山
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

同
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4
1
位
1
3
4
6
7

と苧
や自
ま需
舞塁
台雲
芸霊
術語
霊祭
帽、協

・賛

草案

秋
開
催

『と
や
ま
舞
台
芸
術
祭
・
利
賀
mw
秋

』
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

間
合
せ

14 

情
報
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
展
示

テ
ィ
体
験

3
D
シ
ア
タ
ー

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

各
種
ゲ
ー
ム

ほ
か

第
2
会
場

富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

わ
こ
う
ど
ホ
ー
ム

ペ

ほ
か

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
民
話
ラ
イ
ブ

デ
ジ
カ
メ
探
検
隊

ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト

第

3
会
場

と
や
ま
高
度
情
報
セ
ン
タ
ー

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
接
続
体
験
コ
ー
ナ
ー

ほ
か

と
や
ま
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
肝
実
行
委
員
会
事
務
局

8
0
7
6
4
l
m
M
1
6
1
6
1
 

平
成
9
年
度

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

日
頃
の
学
習
活
動
の
成
果
を
広
く
発
表
す
る
生
涯
学
習
フ
工
ス
テ

学
習
発
表

時所

日ま暴問
合
せ

イ
パ
ル
が
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

《
主
な
催
し
》
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
ラ
ス
や
舞
踊
な
ど
の

小
矢
部
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン

お
と
ぎ
の
館

(小
矢
部
市
立
図
書
館
)

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

⑮
5
2
7
 

デ
ィ
ベ

l
卜
大
会
竹
細
工
な
ど
の
体
験
教
室

叩
月
叩
日
出
・
内
日
日

ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ

、

タ
l
、

8
0
7
6
6
1
U
1
1
7
6
0
 

出
会
い
が
効
く

富
山
の
く
す
り

ほ
か

ほ
か

「
富
山
の
く
す
り
」
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
「
富
山
く
す
り
フ

戸文
日
夕、

先

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
で
す
。

国
や
県
で
は
9
月
を
「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
障
害

者
の
職
業
的
・
目
立
意
識
を
喚
起
し
、
県
民
や
事
業
主
の
方
々
の
障
害

者
雇
用
の
気
運
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
障
害
者
雇

用
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
障
害
者
雇
用
促
進
展

北
陸
ジ
ャ
ス
コ
高
岡
広

9
月
3
日
附
1

9
月
7
日
間

間
合
せ
県
庁
職
業
安
定
課

8
0
7
6
4
1
判

1
4
5
6
4

「
新
し
い
息
吹
を
水
に
下
水
道
」

第
幻
回
全
国
下
水
道
促
進
デ
l

9
月
旧
日
は
、
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
で
す
。

県
で
は
、
平
成
旧
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
の
目
標
を
引
%
に
設

定
し
、
よ
り
一
層
、
下
水
道
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
県
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
県
庁
下
水
道
課

8
0
7
6
4
1
M
H
1
3
3
5
1
 

富山市新総曲輪 1-7(県庁内)
公 (0764)31 -41 1 1附

31 -3131 (県民相談電話)
FAX 44 -3300 (県闘車Jnクス)

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211 (総合庁舎内)
ft(0766) 21 -941 1附

魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)
合(0765)24 -531 1附

砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内)
まま(0763)33 -5151 附

-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ
さい。 ft(0120)16 -7400 (県庁県民生活課内)
・消費生活については
消費生活センター
富山市湊入船町 6-7 サンフォルテ内
く一般相談は> ft(0764) 32 -9233 
く金融相談は> ft(0764) 33 -3252 

消費生活センター高岡支所
高岡市本丸町 7-1本丸会館内 包(0766)25 -2777 
・交通事故については
富山県交通事故相談所東別館 1階
宜主(0764)31 -41 1 1 内 4400
・相談 110番
家庭問題悪質商法など、どんな相談にも応じます。

ヨニ ワルイヒトナシ

含 (0764)42-01 10 
・シルバー 110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総
合相談センター
富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内
包 (0764)41 -41 10 
・よい子の電話相談
子育てに関して心配や悩みにお答えします。
会 (0764)33 -4150 (県庁生涯学習室内)

，川アて二一..-， ~- -- ."'.一止口一 r 叩ト一一 一一
県県F刀朕1~50)，の，，;n似4拶説M誹1二=弓‘1 頃Yつ

J~ "l 四 ... ...，. _.. I'! - ム 対話ぷ拍

見て、聞いて、ご意見をお寄せください。
・テレビ広報
・チューリップテレビ毎週日曜日 PM5: 1 5 ~ 5:30 
li:5，るさとトーク」

.富山テレビ毎週日曜日 AM9:00 ~ 9:30 
1112万人のひろばークイズ/フォー力ス・インJ

・北日本放送毎週日曜日 AM 1 1 :00 ~ 1 1 :30 
「こんにちは富山県です」
9/ 7 我がまちふるさと自慢 ~大沢野町~
9/ 14 芸術文化の華ふたたひ‘
9/ 21 守5んまいけ交通ルール
9/28 野鳥のととはおまか世! ~バード・マスター~

・北日本放送毎週土曜日 AM9:30 ~ 9:45 
県教育委員会小さ芯手大き芯目「あしたの家族」

・ラジオ放送
.FMとやま「ふれあいホ、少トライン」

県内各地からホットな話題をおとどけします。
毎週月~金曜日 AM9:50 ~ 9:55 

・新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日
「県かうのお知らせj

控 1iQf周街頭献血膿 f
J l' ~ 

日 曜日 献血場所 時間

利賀村役場前 9:30~1 1 :00 
1 オく

1 2:00~ 16:00 と主主み野農協利賀支居前

4 土 JR高岡駅前 1 O :OO~ 16:00 

11 土 富山アピタ前 1 O :OO~ 1 6:30 I 

12 日 ジャスコ砺波j苫前 1 O:OO~ 16:00 

15 フjく 魚津市役所前

16 木 立山町商工会館前 9:30~ 16:00 

21 火 八尾町役場前 1 2 : 30~ 16:00 

25 土 富山産業展示館前 9:30~ 1 6:00 

26 日 J¥ッピータウン氷見居前 1 O:OO~ 1 6:00 

29水小杉町役場前 12:30~ 16:00 

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ
ビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。マリ工とやま B階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日(年
末年始、マリ工休館日を除く)献血を受け付けています。
受付時間 全血献血 10 ∞~ 12: 3J 14 :∞~ 18 ∞ 

成分献血 10 ∞-12 ∞14 ∞-17: 3J 
0マリ工献血ルーム (TEL0764-45 -4500) 
血液セ ンタ ー (TEL0764-51 -5555) 
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ー⑨

ベ⑥
暮らしの⑨ 

句ゐ

⑥ ~‘@ ノミ ①

ど
や

-也. 

h

か一灯

乾
燥
剤
は
再
利
用
で
き
る
の
0
・

、，喝

の
り
や
せ
ん
ぺ
い
に
入
っ
て
い
る
乾
燥
劃
は
、
捨
て
て

{

し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
気
か
し
ま
す
。
再
利
用
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
0
・

、

消
費
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
こ
の
よ

，F
う
な
疑
問
を
持
つ
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
乾
燥
剤

・
除
湿
剤
と
し
て
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
そ

の
成
分
か
ら
次
の

3
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

シ
リ
カ
ゲ
ル
・
:
ク
ッ
キ
ー
や
袋
菓
子
に
入
っ
て
い
る
透
明
な
乾
燥
剤

.
生
石
灰
:
・
の
リ
や
せ
ん
ぺ
い
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
白
色
で
粒
状

の
乾
燥
剤

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
・
:
衣
類
等
の
除
湿
剤
と
し
て
使
わ
れ
る
、
吸
水

し
て
液
体
に
な
る
も
の

シ
ル
力
ゲ
ル
は
、
透
明
な
粒
の
中
の
青
い
粒
が
ピ
ン
ク
に
な
る
と

効
力
が
限
界
に
達
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
イ
パ
ン
で
か

ら
妙
リ
す
る
か
、
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
し
て
粒
が
再
び
青
く
な
れ
ば

再
生
で
き
た
と
い
う
合
図
で
す
。
し
か
し
、
目
的
外
の
使
用
は
思
わ

ぬ
事
故
の
も
と
に
も
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
な
お
、
最
近
で

は

『
天
日
に
干
す
だ
け
で
繰
り
返
し
使
え
ま
す
」
と
表
示
さ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。

生
石
灰
は
、
乾
燥
剤
と
し
て
の
再
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
水
分

を
含
ん
で
「
消
石
灰
」
と
な
れ
ば
土
壌
改
良
剤
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
生
石
灰
は
ご
つ
ご
つ
し
て
い
ま
す
が
、
消
石
灰
に
な
る
と
サ
ラ

サ
ラ
の
状
態
に
な
り
ま
す
。
乾
燥
剤
が
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら
む
の
で
消

石
灰
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
開
封
の
際
は
、
自

に
入
れ
た
り
吸
い
込
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
吸
水
し
て
液
体
に
な
っ
た
も
の
を
再
生
す

る
に
は
高
度
な
処
理
が
必
要
な
の
で
、
家
庭
で
は
不
可
能
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
再
生
す
る
と
き
は
、
自
ら
の
責
任
で
、

性
に
配
慮
し
た
う
え
で
行
っ
て
下
さ
い
。

安
全

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー、

電
話
0
7
6
4

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(白
)
2
7
7
7

(
位
)
円
同

υ円
ノ

L
円
〈

υ円
〈

υ
、
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女
プ
口
ゴ
ル
フ
ァ
ー
池
淵
富
子
さ
ん
の
取

材
で
は
、
仕
事
そ
っ
ち
の
け
で
ゴ
ル
フ
談

義
。
シ
ョ
ッ
ト
す
る
と
き
の
心
構
え
か
ら

練
習
方
法
に
ま
で
話
が
及
ん
だ
が
、
ど
れ

も
説
得
力
に
あ
ふ
れ
で
い
た
。

い
や
、
ト

ッ
プ
プ
口
の
言
葉
だ
か
ら
こ
そ
説
得
力
が

あ
る
の
だ
。
誰
か
に
ゴ
ル
フ
を
教
え
て
い

て
も
、
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か

7
多
分
そ
の
人
は
、
あ
な
た

の
腕
前
を
認
め
て
い
な
い
の
で
す

D
(
M
-
K
)

女
去
年
の
夏
の
終
わ
り
に
見
た
み
く
り
が
池
周
辺
の
風

景
は
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。
雪
が
積
も
っ
て
い
て
あ

た
り
は
真
っ
白
。
私
は
池
の
ほ
と
り
で
寒
さ
に
震
え
な

が
ら
日
の
出
を
待
っ
て
い
た
。
池
の
向
こ
う
に
広
が
る

立
山
連
峰
、
そ
の
奥
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
昇
る
朝
日
。
あ

ま
り
の
美
し
さ
に
大
感
激
。
そ
ん
な
自
然
の
美
に
出
会

い
た
く
て
、
休
日
と
も
な
る
と
野
に
山
に
出
か
け
る
私

な
の
で
あ
る
。

(
M
・
I
)

女
陶
友
会
会
長
の
徳
井
さ
ん
は
、
自
宅
に
茶
室
を
造
り
、

自
作
の
焼
き
物
で
茶
道
を
楽
し
ん
で
い
る
。
茶
碗
を
は

じ
め
、
茶
入
れ
、
水
指
な
ど
す
べ
て
手
作
り
。
「
自
分
で

作

っ
た
茶
碗
で
点
て
た
お
茶
は
格
別
で
す
ね
」
と
徳
井

さ
ん
。
帰
り
際
に
そ
ん
な
作
品
の
中
か
ら
茶
碗
を
一
つ

い
た
だ
い
た
。

一
期
一
会
の
気
持
ち
で
接
し
て
い
た
だ

い
た
思
い
出
と
と
も
に
、

・大
切
に
し
て
い
き
た
い

。

(
Y
・
l
)

• •••••••••••••••••••••• e今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真?
;を抽選で5名の方にワイ ド六ツ切 (25X18 • 
.センチ)でプレゼン卜します。希望される・
・方は、 官製ハガキで下記の様式でお申し込・
:みください。平成9年10月24日消印有効です0 • 
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号ゼ報
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あ卜
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年
齢

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

ー

池
ル

標
高
約
二
千
四
百
メ
ー
ト
ル
の
立
山
室
堂
平
に
あ
る
「
み
く

り
が
池
」
は
ハ
イ
マ
ツ
の
群
落
に
固
ま
れ
た
楕
円
形
の
美
し
い

池
で
あ
る
。

湖
岸
線
が
四
百
メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
及
ぶ
こ
の
池
は
、
立
山

の
水
蒸
気
爆
発
で
で
き
た
火
口
に
水
が
溜
ま
っ
た
「
火
口
湖
」
。

青
々
と
澄
ん
だ
水
を
た
た
え
て
い
る
が
、
栄
養
分
が
少
な
い
た

め
魚
は
生
息
せ
ず
、
ミ
ジ
ン
コ
の
仲
間
が
確
認
さ
れ
る
だ
け
で

あ
る
。

不
思
議
な
こ
と
に
池
に
は
流
水
口
は
な
い
。
水
は
地
中
に
し

み
出
し
、
約
二
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
獄
谷
ヘ
流
れ
出
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
池
の
水
温
が
真
夏
で
も
平
均
十
度
前
後

と
低
い
の
は
、
水
深
が
約
十
六
メ
ー
ト
ル
と
深
い
う
え
、
湧
水

が
た
く
さ
ん
流
れ
込
ん
で
い
る
た
め
で
あ
る
。

立
山
一
帯
は
古
代
よ
り
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
、
み
く
り
が
池

は
夏
で
も
雪
を
浮
か
べ
て
い
る
の
で

υ
八
寒
地
獄
H

と
呼
ば
れ

た
。
池
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
神
の
食
物
を
調
理
す
る
と

こ
ろ
と
い
う
意
味
の

M

御
厨
H

か
ら
き
て
い
る
と
い
う
説
と
、

そ
の
昔
こ
の
池
で
泳
い
だ
越
前
の
法
師
が
三
巡
回
で
水
中
ヘ
姿

を
消
し
た
こ
と
か
ら

J
ニ
操
ヶ
池
d

と
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
説
が
あ
る
。

登
山
者
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
短
い
夏
も
終
わ
り
を
迎
え

る
と
、
室
堂
周
辺
に
は
ひ
ん
や
り
と
し
た
風
が
吹
き
は
じ
め
る
。

み
く
り
が
池
は
、
立
山
の
主
峰
、
雄
山
の
荘
厳
な
姿
を
水
面
に

映
し
出
し
な
が
ら
静
か
に
秋
の
訪
れ
を
待
つ
。



県
広
報
と
や
ま

平
成
9
年
9
月

「風丸」に決定しました。

今後、このマスコットたちはいろんな場面に登場し、 2000年とやま国

体を盛り上げ‘ていきます。

「時丸Ji風丸」の活躍に請うご期待!

企
画
発
行

かぜまる

「風丸J
2000年とやま国体

に集うすべての人たち

の夢を乗せて全国へ、

そして未来へ幸を運ぶ

“風の精"をイメージし

て名付けられました。

• • • 
• • • • 

マスコット B

マスコッ卜 A
• • • • • • • 

ときまる

「時丸j
新世紀へのさらなる

発展の願いを込めて、

12000年」を浮き彫り

にした“時の精"をイ

メージして名付けられ

ました。
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